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目標としており、そ ためには先進国クラブとしてのＯＥＣＤ（経済協力開発機構）への加盟が最も重要と考えていた。戦後 日本は、敗戦国・復興 であることを理由
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今日、 日本の 「マンガ」 「アニメ」




















場し、 お 元の習慣が描かれる （一巻一三話） 。またバーゲンで買ってきた安いシャツは雨に濡れてすぐに縮んでしまう（六巻九話） 。買い物は町の商店街だが、 まにハレの場としての百貨店が登場する（一巻一一話他） 。　
食事はエピソードの主題になる
ことは少なく、おやつ、果物、間食的に（チビ太の）おでんがしばしば登場する程度である。戦後の食糧難をくぐり抜け、主食は既に足りている一方まだグルメ 時代に入っていなかったからであろう。ただし、給 費が話題 なっているので給食は普及 てい ことがわかる（三巻二話） 。牛乳の宅配が一般的であったことを示すエピソードもあり、栄養改善の世相が現れている（三巻一六話） 。　
衛生ネタとしては、人の入れる
大きさのゴミ箱が路上に設置されている光景が頻繁に描かれている（一巻七話ほか）のと、大衆食堂ではネズミが出て困っ巻五話） 。また、五輪を意識して
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か「町をきれいに」という立て看板が登場する（六巻一五話） 。　
モータリゼーションも始まりか
けている。 「混雑用小型自動車」の発明が話題になっているところから、渋滞が問題化し始めていたことが伺われる（二巻七話） 。また僧侶がスクーターに乗って読経に回る光景 珍しげに描かれている（四巻一四話） 。しかしまだ交差点の真ん中で笛を吹いて交通整理をす 警察官が出てくるので信号機はさほど普及していなかったことが窺える（六巻一八話） 。　
世相的なネタとしては、選挙運







道路を掘ってい 水道管を破裂させる（三巻六話）のはありふれた光景だったのだろう。道路工事で通学路がふさがれ学校に遅刻すエピソードの最後におそ松くん「日本はよくほりかえす国だなあ」といっている（七巻一七話） 。これは五輪直前の突貫工事ブームを反映して るのだろう。●ゴミは日本の恥　
当時ゴミは、各家の前にコンク
リート製のゴミためが設置され、木の蓋で開閉してそのなかにゴミを入れておくと、回収人がリヤカーで回収していく方式だったようだ。しかし、これ は常に路上にゴミがある状態なので、 「汚いゴミをさらすのは日本 恥」 いう河野一郎建設大臣の号令で改善が
図られた。東京のゴミの収集方式が各家庭ごとにポリ容器を配布して曜日を決めて回収する方式に変更されたのが一九六一年であるという （ 『東京人』 一九九四年八月号、№
 
83、四〇ページ） 。同時に、ご












る外国人観光客流入による消費増が、日本の経済を支える柱となりつつあ 。二〇一五年の訪日外国人数は一九七四万 と史上最高を更新し、出国日本人数 六二一万人を上回った（ＪＮＴＯ） 。出国日本人を入国外国人が上回るのは四五年ぶりだという 『東京新聞』二〇一六年三月二〇日） 四五年前とは一九七〇年大阪万博の年である。二〇二〇年に向けて、外国人の流入はさらに加速化するだろうが、すでにホテルなどの施設の不足が問題となっている。　
他方、五輪に向けてホテルのみ
ならず、スタジアムなどの建設、インフラの再整備など 建設工事には大量の労働力が必要と る。一九六四年の五輪 時はこの労働力需要は、国内 「出稼ぎ」によってまかなわれた。労働力は余っていたからである。戦後まもなくは帰還兵も含めて農村部に過剰労働力が滞留し おり、政府は戦後開拓（主として北海道、東北）や、
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ることを訴えている。これは、サッカーボールがパキスタンのシアルコット地方の児童労働によるものであることが発覚して、 ポーツメーカーに対するボイコット運動が発生、ＦＩＦＡ 一九九八年のフランス大会から児童労働によるボールを使用しない を決めたことと軌を一にしてい 。　
現在、 倫理的調達の基準には 「児




疑惑が発生 （二〇一六年五月報道）しているが、技能実習生制度を含め外国人労働者につ てもカタール同様の批判が日本に向けられる可能性は決 小さくない。　
前回の五輪ではようやく先進国
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